
わかりやすい予算書

八重瀬町

令和３年度(2021)





一般会計当初予算は、「まちづくりの基本方針」に基づいて編成されています。

将来象 指針 基本方針 基本施策
各種事業

の実施

基本方針１

基本方針２

基本方針３

基本方針４

基本方針５

　「第二次八重瀬町総合計画」に掲げられる町の将来像「大地の活力とうまんちゅの魂が創り出す自然共生の清らまち」を実現す
るため、指針「八重瀬らしさを活かした豊かで健やかなまちの実現」と基本方針の諸施策に関する事業でもって予算を編成するこ
とを原則とする。①誰もが健やかに暮らすまち、②営みを支えるまち、③豊かな学びのあるまち、④人がつながり活かし合うまち、⑤
発展の基盤を備えたまち。引き続き、財政の健全化に努めるため、各種施策の優先順位の洗い直し、無駄を徹底して排除しつつ、
創意と工夫で最大の行政効果が得られるよう、あらゆる英知を結集して取り込む。

　「第二次八重瀬町総合計画」は、八重瀬町の最上位の行政計画として、各種分野別計画を策定する際の指針となります。その指針に基

づき予算編成の基本方針を決定し、八重瀬町の将来象に向けての予算編成となっています。
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（１）健やかな心身の育成

（２）福祉の充実

（３）互いを尊重する社会づくり

誰もが健やかに暮ら
すまち

（１）農林水産業の振興

（２）観光の振興

（３）商工業の振興

（４）新たな活力の育成

（５）雇用と良質な職場の確保

営みを支えるまち

（１）幼児教育の充実

（２）学校教育の充実

（３）生涯学習の充実

（４）スポーツ・レクリエーションの振興

（５）歴史・文化の継承と発展

豊かな学びのあるま
ち

（１）コミュニティの維持と発展

（２）町民参画の推進

（３）情報伝達・共有の仕組みづくり

人がつながり活かし

合うまち

（１）自然環境の保全

（２）市街地および集落整備

（３）社会インフラの整備・充実

（４）公共交通の充実

（５）暮らしの安心・安全の向上

発展の基盤を備えた

まち

３
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歳出増減の主な事項

合　　計

一人当たりの残高
人口　31,847人

（令和3年2月末日現在）

　83,819円
（対前年度比　12,493円増）

一人当たりの残高
人口　31,847人

（令和3年2月末日現在）

　429,837円
（対前年度比　14,855円減）

万円26億6,939

人材育成基金 教育債 

まちづくり振興基金 土木債（災害復旧債）

万円

万円

2,847

12億1,744

25億3,473

0

万円

ふるさと創生基金 農林水産債 

ふるさと応援基金 土木債

万円

万円

5億8,694

4億8,471

8,058

35億　　　65

財政調整基金 総務債

減債基金 民生債

万円

万円

3億4,594

12

75億7,305

0 万円

万円

万円

分担金・負担金 1億4,689 万円 1.0%

地方債の状況（借入残高）

繰入金 9億9,699 万円 6.8%

そ　の　他 9億3,055 万円 6.4%

合   計 145億9,000 万円 100.0%

基金の状況（預金残高）

国庫支出金 37億　781 万円 25.4%

県 支 出 金 19億8,492 万円 13.6%

町　債 6億8,430 万円 4.7%

町　税 24億2,364 万円 16.6%

地方消費税交付金 4億4,105 万円 3.0%

地方交付税 32億7,385 万円 22.4%

森林環境譲与税基金 万円578

合　　計 136億8,901 万円

●農地耕作条件改善事業工事費

●都市公園整備事業工事費（社会資本整備）

●橋梁補修工事（社会資本整備）●ワクチン接種業務委託料

●具志頭運動公園健康増進機能強化工事

●スポーツ観光交流施設工事

万円

万円

2億8,880万円増 7,057万円減

1億1,252万円増 5,800万円減

9,810万円増 3,501万円減

歳入内訳 （目的別）

歳　入 構成率

○自主財源：43億0,582万円（30%）

町税、分担金・負担金、使用料・手数料、

財産収入、寄附金、繰入金、繰越金、諸収入

○依存財源：102億8,418万円（70%）

地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、

株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消

費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、環境性能割交付

金、国有提供施設等所在市町村助成交付金、地方特例

交付金、地方交付税、交通安全対策特別交付金、国庫支

出金、県支出金、町債

○その他費目の内訳：

地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法

人事業税交付金、ゴルフ場利用税交付金、環境性能割交付金、国有提供施

設等所在市町村助成交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金、

使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰越金、諸収入

町 税

24億2,364 

16.6%

地方消費税交付金

4億4,105 

3%

地方交付税

32億7,385 

22.4%

国庫支出金

37億781 

25.4%

県支出金

19億8,492

13.6%

町 債

6億8,430 

4.7%

分担金・負担金

1億4,689 

1%

繰入金

9億9,699 

6.8%

その他

9億3,055 

6.4%

歳入内訳

単位：万円
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万円 万円 万円

万円 万円 万円

万円 万円 万円

万円 万円 万円

万円 万円 万円

万円 万円 万円

万円 万円 万円

計 42億7,042万円 43億6,074万円 9,032万円 2.1%

土 地 区 画 整 理 事 業 2億9,584万円 2億9,227万円 -357万円 -1.2%
集 落 排 水 事 業 6,780万円 6,798万円 18万円 0.3%

国 民 健 康 保 険 36億6,831万円 37億6,029万円 9,198万円 2.5%
後 期 高 齢 者 医 療 2億3,847万円 2億4,020万円 173万円 0.7%

　特別会計とは、特定の事業を行なう場合、その他特定の歳入をもって特定の歳出に充て、一般会計の歳入歳出と区分して経理を個別に

処理するために法令や条例に基づいて設ける会計です。

特 別 会 計 名 令和2年度 令和3年度 増減額 増減率

合　　　　　計 4.1%

令和３年度特別会計当初予算について

普通建設事業費 18.6%

そ　　の　　他 -4.2%

15億　123

31億3,433

140億2,000

17億8,012

30億　390

145億9,000

2億7,889

-1億3,043

5億7,000

扶　　助　　費 2.6%

公　　債　　費 0.4%

43億5,623

13億5,117

44億6,838

13億5,593

1億1,215

476

人　　件　　費 -0.2%

物　　件　　費 19.7%15億6,993

21億　199

18億7,968

-512

3億　　975

合　　　　　計 145億9,000 万円 100.0%

歳出 性質別 （対前年度比較）

令和２年度 令和３年度 増　減 増減率

43.9%

公　　債　　費 13億5,593 万円 9.3%

そ　　の　　他 3億　　22 万円 2.1%

土　　木　　費 6億　750 万円 4.2%

教　　育　　費 27億3,559 万円 18.7%

歳出内訳 （目的別）

歳　出 構成率

議　　会　　費 1億　150 万円 0.7%

21億0,711

衛　　生　　費 12億5,856 万円 8.6%

農林水産業費 4億5,597 万円 3.1%

総　　務　　費 13億6,923 万円 9.4%

民　　生　　費 64億　550 万円

令和３年度歳出 《目的別の歳出内訳と主な事業》

〔総 務 費〕

・電算システム使用料

・ふるさと納税支援委託業務

・空調機器等取替工事

〔民 生 費〕

・国民健康保険特別会計繰出金

・障害者介護給付費

・訓練等給付費

・沖縄県介護保険広域連合負担金

・子どものための教育・保育給付費

・保育所整備事業費負担金

〔衛 生 費〕

・予防接種事業

・後期高齢者療養給付費負担金

・ワクチン接種業務委託料

・一般ゴミ収集業務委託料

・島尻環境衛生し尿処理費負担金

・東部環境衛生塵芥処理費負担金

〔農林水産費〕

・農地耕作条件改善事業委託費

・宜次地区調査測量設計委託業務

・農業集落排水事業特別会計繰出金

・農業次世代人材投資事業補助金

・漁業集落排水事業特別会計繰出金

〔商 工 費〕

・商工会補助金

・町観光拠点施設指定管理委託料

・観光推進イベント運営補助金

〔土 木 費〕

・伊覇地区土地区画整理事業特別会計繰出金

〔消 防 費〕

・島尻消防組合負担金

〔教 育 費〕

・ICT教育強化事業

・要保護・準要保護生徒援助費

・港川遺跡公園整備工事請負費

・図書購入費

・運動公園整備工事

・具志頭運動公園健康増進機能強化工事費

・スポーツ観光交流施設工事費
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単位：億円
令和２年度 令和３年度

議会費

1億150 

0.7%

総務費

13億6,923 

9.4%

民生費

64億550

43.9%

衛生費

12億5,856 

8.6%

農林水産業費

4億5,597 

3.1%

土木費

6億750

4.2%

教育費

27億3,559

18.7%

公債費

13億5,593 

9.3%

その他

3億22 

2.1%

歳出内訳

単位：万円
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万円

町負担額 万円

万円

万円

町負担額 万円

万円

万円

万円

町負担額 万円

万円

万円

万円

　広報誌や要覧だけでは伝えきれない行政の情報や緊急時の情報などを、ホームページ、ソーシャル
メディア（LINE・Instagram・Facebook）、テレビのデータ放送を活用して適宜発信します。

66

町ホームページ管理費 180

データ放送広告料

広報誌印刷製本費 400

517町勢要覧作成費

広報事業（広報誌・要覧の発行） 事業費 917

財　源

917

　町内３4の区・自治会と町が委託契約を交わし、毎月発刊する町広報紙「広報やえせ」の配布や、
各種事業に関する取りまとめ等の依頼及び行政など公的機関からの情報周知等に関する業務を委託し
ます。
　※定例の区長・自治会長連絡会を毎月２回（第１・第３木曜日）開催します。

事務委託料 4,483

区長・自治会長　連絡会

区長・自治会長事務委託費 事業費 4,483

財　源 4,483

　行政情報や地域情報などを分かりやすく伝えるため「広報やえせ」を毎月発行します。また、主要
施策をはじめとする情勢や現状、地域の特色など本町の魅力を発信する媒体として町勢要覧を作成し
ます。

広報事業（ＨＰ・ＳＮＳの活用） 事業費 246

財　源

180

地方創生臨時交付金 66

総務課（そうむか） ℡998-2200

基本方針：人とつながり活かし合うまち
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万円

　 町負担額 万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

町負担額 万円

負担金、補助及び交付金 万円

　各自治会が設置する防犯灯の修繕（台風被害）や新設設置に対する補助金となります。
補助額は、かかった費用の2分の１となりますが、50,000円の上限があります。

60

　現在の議員任期が令和3年10月に満了となるため、任期満了か解散による総選挙が行われます。衆
議院議員は小選挙区選挙と比例代表選挙で選出され、八重瀬町の小選挙区は沖縄第4区となっていま
す。

60

地域防犯灯設置補助金 事業費 60

財　源

電算処理・ポスター掲示委託料等 116

49備品購入・テーブル賃借料等

532

202

財　源

報酬・給与・職員手当等・報償費

消耗品・郵送料等

885

14

県委託金

町負担額　　　　　　　　　  14 万円

165

412

電算処理・ポスター掲示委託料等 147

16

報酬・給与・職員手当等・報償費

消耗品・郵送料等

テーブル賃借料等

町長選挙・町議会議員補欠選挙 事業費 740

財　源 740

　現在の町長の任期が令和4年2月に満了となるため、町長を選出する選挙が行われます。あわせて、
現在1名欠員となっている八重瀬町議会議員補欠選挙も同時に行われます。

衆議院議員総選挙 事業費 899

基本方針：発展の基盤を備えたまち

基本方針：人とつながり活かし合うまち
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万円

町負担額 万円

県負担額 万円

負担金、補助及び交付金 万円

万円

万円

万円

万円

町負担金 万円

万円

万円

町負担金 万円

万円

 消防・救急搬送業務を行う島尻消防組合への消防費負担金により、消防体制及び救急搬送サービスの
強化を図っています。

4億500負担金、補助金及び交付金

財　源 4億500

　本町の防災マップ（冊子）は、平成26年3月に作成されているが、作成から7年を経過し、町の状
況も変化しており浸水箇所も増加していることから、新たに防災マップ（ポスター形式）を作成し、
区長・自治会長連絡会をとおして世帯に配布します。

170

財　源

防災マップ作成委託費 170

170

防災マップの作成 事業費

島尻消防組合負担金 事業費 4億500

工事請負費 214

　各地域からの要望により、見通しの悪い交差点へカーブミラー等の交通安全施設の整備を行ってい
ます。

214

交通安全施設整備事業

生活バス路線確保対策補助金 事業費 887

財　源
832

55

事業費 214

財　源
交通安全対策特

別交付金

　赤字路線に対して路線維持のための補助金を交付します。現在、町内を運行している１2路線のう
ち、3路線（36番糸満新里線、51番百名船越線、82番玉泉洞糸満線）が補助対象となっています。

887

基本方針：発展の基盤を備えたまち
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万円

町負担額 万円

地域振興助成金 万円

万円

万円

万円

万円

万円

共済費 万円

手当等 万円

万円

県支出金 万円

経済センサス活動調査 万円
学校基本調査 万円

1,089

743

324

財　源

地方創生臨時交付金

報酬

給与

2,476

地域公共交通検討事業 事業費 500

財　源

350

150

320

　新型コロナウイルス感染症の影響により雇止めや内定取消し等の就労機会を失った者を雇用するこ
とで、生活及び就労の機会を支援します。

委託料

　八重瀬町における新たな公共交通の導入に向け、運行ルートや運行主体等の検討や実証実験を踏ま
えた計画策定を行います。

雇用対策事業（地方創生臨時交付金） 事業費 2,476

500

統計調査に関する事業 事業費 97

財　源
97

　統計調査は、統計調査員が事業所や世帯等を訪問し、調査票への記入や聞き取りなどを通して、目
的のデータの収集を行っています。集められたデータは集計後公表されるほか、交付金の算定や行政
の施策等に役立てられています。
　令和3年度実施の主な統計調査：経済センサス活動調査、学校基本調査

96
1

企画財政課（きかくざいせいか） ℡998-2668

基本方針：発展の基盤を備えたまち

基本方針：営みを支えるまち

基本方針：発展の基盤を備えたまち
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万円

町負担額 万円

備品購入費 万円

万円

町負担額 万円

万円

万円

町負担額 万円

報酬 万円

　「ふるさと納税制度」について、以下のサービスを拡充し、さらなる寄附金の獲得を目指すととも
に、全国に八重瀬町の魅力を発信するよう取り組んでいきます。
・魅力的なお礼品の開発
・ポータルサイトの充実化
・効果的なプロモーション活動の実施　他

委託料 1億2600

財　源 1億2600

　地球温暖化の防止を図るため、自らの事務・事業に伴い排出される温室効果ガスについて率先して
削減し、環境への負荷の少ない持続的な発展が可能な町をつくり上げていくため、公用車を低公害車
へ入れ替えていきます。

ふるさと納税推進業務 事業費 1億2600

公用車購入事業 事業費 300

財　源 300

300

徴税嘱託徴収員 事業費 516

財　源 516

　町の安定的な財政運営を図るためには、自主財源の確保が最重要であります。しかしながら、コロナ禍により
本町も含め日本国内の経済状況が落ち込んでいるのも事実です。令和２年度は、納付が困難となった個人･事業所
を含め３０件の徴収猶予を受けました。令和３年度も納税者の状況に応じて対応を行っていきます。また、滞納
者に対する公平な税の負担と納税意識の向上を図るため、自主納付を基本とし町税徴収嘱託員による電話催告・
啓発等に加えて、税専門員を配置し長期滞納者に対して、滞納処分を行い法的処置を講じて滞納整理を一層強化
していきます。

516

基本方針：発展の基盤を備えたまち

税務課（ぜいむか） ℡998-9593

基本方針：発展の基盤を備えたまち
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万円

町負担額 万円

ごみ袋販売 万円

粗大ごみ処理券販売 万円

万円

ごみ袋製造・販売委託料 万円

塵芥処理費負担金 万円

し尿処理負担金 万円

粗大ごみ収集・販売委託料 万円

万円

町負担額 万円

万円

国負担額 万円

万円

　個人番号通知書の送付やマイナンバーカード申込処理及び発行事業、コールセンター事業など、マイ
ナンバーカード関連事務を委任している地方公共団体情報システム機構（J-LIS）への負担金です。

負担金（J-LIS負担金） 779

財　源

南部広域行政組合一般廃棄物最終
処分場負担金

4,797

　平成30年10月より一部供用が開始された最終処分場と、令和９年に供用開始予定のごみ焼却場整備
の負担金です。最終処分場は南城市に建設されており、ごみ焼却場については、南部広域行政組合によ
り具志頭地区での作業が進められていきます。

マイナンバーカード関連委託業務 事業費 779

万円

南部広域行政組合ごみ処理施設整
備事業負担金 600 万円

779

ごみ処理施設整備負担金 事業費 5,397

財　源 5,397

　八重瀬町の一般家庭や事業所から排出される一般廃棄物の処理を行います。
　もやすごみは与那原町にある「東部環境美化センター」、もやすごみ以外（もやせないごみ、粗大ご
み、資源ごみ等）は南城市にある「島尻環境美化センター」において処理を行います。し尿は八重瀬町
にある「清澄苑」にて処理されます。ごみ袋販売及び粗大ごみ処理券販売手数料の一部がごみ処理の財
源に充てられます。

290

生活環境保全事業 事業費 2億9,571

財　源

　2億6,124

3,057

390

一般家庭ごみ収集委託料 6,963

1,668

11,554

9,096

住民環境課（じゅうみんかんきょうか） ℡998-2443

基本方針：発展の基盤を備えたまち
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万円

町負担額 万円

県負担金 万円

国負担金 万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

町負担額 万円

県負担額 万円

その他 万円

地域支援事業費 万円

人件費 万円

事務費 万円

委託料 万円

負担金・補助金 万円

扶助費 万円

16

1,316

68

68

230

17

60

人件費 2,934

332

5,516

336

介護保険事業 事業費 4億4,487

　心身に障害がある方一人一人に、障害の程度や介護の必要度、身の周りの状況等によって、生活を
支えるための様々な障害福祉サービスを提供します。障害福祉サービスには、居宅介護（ホームヘル
プ）や施設入所支援などの介護給付と就労移行支援や自立訓練などの訓練等給付に分けられていま
す。

3億5,369

9億2,282

町負担額

地域支援事業費

ケアプラン作成料

事務費

委託料

使用料・賃借料

介護保険広域連合負担金

財　源

3億5,369

扶助費

就労継続支援の様子

障害福祉サービス事業 事業費 9億2,282

財　源

2億3,070

2億3,071

4億6,141

いきいき活動支援通所事業の様子

　介護保険制度は、急速な高齢化に伴い、介護の問題が老後の最大の不安要因となって
いることから、制度を社会全体で支え、高齢者の健康長寿の延伸を目的とした制度です。
また、元気な高齢者が要介護状態になることの予防を図る地域支援事業も充実させて
いきます。

高齢者福祉事業 事業費 1,682

財　源

301

町老人クラブへの助成 1,288

　高齢者の自立した在宅生活を支援する為、また、高齢者が地域で元気に長生きできる
よう、高齢者自身・地域の活動を支援します。

8,668

450

社会福祉課（しゃかいふくしか） ℡998-9598

基本方針：誰もが健やかに暮らすまち
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万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円生年祝金事業 事業費 240

　高齢者の長寿を祝い、多年にわたり社会に貢献してきた功績に感謝し、ト－カチ・カジマヤ－・新百歳祝いを行う年
齢に該当する方に祝い金を支給しています。ト－カチとカジマヤ－は10,000円、新百歳は20,000円。

育生医療費給付事業 事業費 150

　身体に障がいを有する18歳未満の児童に、将来において障がいが残ると認められ、その治療効果が期待しうるものの
医療について、医療費の自己負担額を軽減する公費負担医療制度です。

更生医療費給付事業 事業費 8,000

　身体障害者手帳の交付を受けた18歳以上の方に、障がいを除去・軽減するための医療について、医療費の自己負担額
を軽減する公費負担医療制度です。

地域生活支援事業 事業費 2,785

　地域生活支援事業は障がい者の日常生活や社会生活を営むことができるよう、地域の特性や状況に合わせて事業を実
施し、障害福祉の増進を図ります。
主な事業内容は、移動支援事業・日中一時支援事業・日常生活用具給付等事業・相談支援事業・社会参加促進事業・地
域活動支援センター・意思疎通支援事業・理解促進研修啓発事業・成年後見制度利用支援事業等を実施します。

社会福祉事業 事業費 7,694

　高齢者・障がい者が安心して生活できるまちにするために、社会福祉協議会及び各種団体に対する補助をおこなって
います。また、災害時の地域コミュニティによる安否確認体制、支援体制の構築も行なっています。

障害児通所支援事業 事業費 2億1,992

　心身に障害のある児童がデイサービス事業所等へ通い、療育や集団生活による個々の特性にあった支援を受け、生活
能力向上へと活かします。

重度心身障がい者（児）医療費助成事業 事業費 4,255

　身体障害者手帳1、2級　または、療育手帳Ａ１、Ａ2所持者に対し、医療費の一部を助成することで、経済的負担を
軽減します。

基本方針：誰もが健やかに暮らすまち
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万円

国負担額 万円
町負担額 万円

万円

町負担額 万円

県負担額 万円

国負担額 万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

町負担額 万円

県負担額 万円

国負担額 万円

万円

万円

子どもの貧困対策支援員の配置
子どもの居場所の運営支援

1,688

　子ども・子育て支援交付金事業として、放課後児童健全育成事業（学童）や子育て支援センター事
業（ぴっぴ）、一時預かり事業（幼稚園）等の地域子ども子育て支援事業を実施します。
　また令和3年度より、利用者支援事業を活用し、妊娠・出産・育児に関する各種の相談に応じ、必
要な情報提供・助言・保健指導を行うなど、母子保健施策と子育て施策を包括的に行う子育て世代包
括支援センターを設置します。

保育所の運営費

1,066

331

2,473

 子育て世代包括支援センター
（子育て支援分）

 その他事業

万円

 放課後児童健全育成事業(学童) 1億1,228

 地域子育て支援センター事業 827

 幼稚園預かり保育事業

子どもの貧困緊急対策事業 事業費 1,688

財　源
1,519

169

　保護者の就労などのため、家庭においてお子様の保育がむずかしい場合に、保護者に代わって認可
保育園において保育を行います。次の施設が対象となります。
●私立保育園　●認定こども園　●小規模保育園　●事業所内保育園　●幼稚園（私立）

事業費 20億6,209

財　源

4億7,863

4億2,683

10億1,404
保育料（保護者負担金） 1億5,786

保育所の運営費 20億6,209

　子ども貧困対策支援員を配置し、地域における子どもの現状把握に努め、必要に応じて学校等の関
係機関との情報共有、各種支援につなげるための調整等を実施します。
　また、子どもが安心して過ごすことのできる居場所においては、食事の提供、生活指導、学習支援
及びキャリア形成活動を実施します。

子ども・子育て支援交付金事業 事業費 1億5,925

財　源

5,309

5,308

5,308

児童家庭課（じどうかていか） ℡998-7163

基本方針：誰もが健やかに暮らすまち
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万円

国負担額 万円

町負担額 万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円子ども医療費助成事業 事業費 9,268

　安心して子育てをして頂くために、医療機関を利用した児童の保険診療による医療費を助成し
ます。外来は未就学児まで入院は0歳から中学校卒業まで対象です。
　また、未就学児の医療費の窓口無料化を行っています。

特別支援保育事業 事業費 4,347

　認可保育園に在籍する、より丁寧な保育が必要な児童に対して、加配保育士を配置し、社会性
を培い健やかな成長発達を促せるよう支援します。

児童手当 事業費 7億5,080

　中学校修了前の児童を養育している方に手当を支給することで、家庭における生活の安定に繋
がり、次代の社会を担う児童の健やかな成長を図ります。

　待機児童の解消を図るため、具志頭地区に30名の増改築・東風平地区に90名の新設園を設置
します。

創設　風の仁保育園　90名 ２億６,229

増改築　あらしろ保育園　30名 4,688

２億6,357

4,560

保育所等整備交付金事業 事業費 3億917

財　源

  経済的に厳しいひとり親家庭等を支援することで家庭の負担を軽減します。

役務費 4

扶助費 1,540

ひとり親家庭等生活支援事業（地方創生臨時交付金） 事業費 1,544

財　源

地方創生臨時交付金 1,544

基本方針：誰もが健やかに暮らすまち

13



万円

万円

万円

万円

子育てのための施設等利用給付金 事業費 3,421

3歳～5歳まで（小学校就学前）の子供及び0歳～2歳までの住民税非課税世帯かつ保育の必要性
がある子供が、幼稚園（未移行）、預かり保育事業、認可外保育施設等を利用した際の費用（保
育料）を上限額の範囲内で給付する事業。

母子・父子医療費助成事業 事業費 1,140

母子及び父子家庭等に対し、医療費の一部を助成することにより母子家庭等の生活の安定と自立
を支援し、福祉の増進を図ります。

733

子どもや保護者等に対する相談支援活動、児童虐待防止活動へ取り組みます。要保護児童対策地
域協議会を設置し、関係機関の円滑な連携・協力を行います。

保育士不足による待機児童問題の解消のため、保育士資格を有しながら他の業種でお仕事をされている方
が、保育現場に再就職等をしていただくことを目的とし、安定した保育体制構築営を目指します。

保育士等就職奨励金事業 事業費 350

児童虐待防止対策支援事業 事業費

基本方針：誰もが健やかに暮らすまち
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万円

町負担額 万円

国・県支出金 万円

万円

乳幼児健診 万円

妊婦健康診査公費負担 万円

万円

町負担額 万円
国・県支出金 万円

子育て世代包括支援センター事業 万円

万円

町負担額 万円

万円

各種がん検診(胃・肺・大腸) 万円

婦人がん検診(乳・子宮) 万円

育児支援事業

　親子が心身共に健康的な子育てができるように以下の事業を行います。
・こんにちは赤ちゃん訪問  ・離乳食実習　 ・あそびと食の教室　・乳児健診　 ・1歳6か月児健診
・2歳児歯科検診　 ・3歳児健診　・健診事後教室  ・妊婦健康診査（14回補助）・産婦健康診査
（2回補助）　・産後ケア事業　  ・産前産後サポート事業

子育て世代包括支援センター

603

922

4,213

事業費 414

財　源
138
276

母子保健事業 事業費 5,738

財　源

5,084

654

　
　妊娠・出産・子育てに関する相談窓口です。
　健やかに安心して妊娠・出産・子育てをしていただけるように、妊娠期から乳幼児期にわたるまで
の様々なニーズに対して、必要な情報の提供や関係機関と連携をとりながらサポートを行います。

各種がん検診・一般健診 事業費 3,038

414

3,038

423

1,781

834

財　源

基本健診(40歳未満)

　がん検診は、がんによる死亡リスクを減らすため、早期発見・治療に繋げることを目的として実施
します。また、自覚症状なく進行していく心臓病、脳卒中、糖尿病などの生活習慣病を未然に防ぐた
め、基本健診(健康診断)を実施します。集団健診・個別健診で受診することが出来ます。

基本目標：結いの心で支えあう健康・福祉のまち

健康保険課（けんこうほけんか） ℡998-2210

基本方針：誰もが健やかに暮らすまち
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万円

町負担額 万円
国・県支出金 万円

万円
健康相談 万円
歯周病検診等 万円
基本健診(生保) 万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

72

1億5,093

　若い世代から高齢者まで元気でいきいきと生活できるよう「食」を通して健康づくりを推進してい
きます。現在行っている母子保健事業や健診結果説明会等にて実物大のフードモデル（食育SATシス
テム）を活用し、自身の食事バランスや量を見直すきっかけとし、食に関する意識や健康観を高める
ことで、生活習慣病を予防し、早世予防・健康長寿やえせを目指します。

予防接種事業(小児・成人) 事業費 1億5,406

財　源

町負担額

国支出金 313

　一人ひとりが健康な生活習慣の重要性に対する関心と理解を深められるよう、健康増進事業を実施
します。ヨガ教室は、参加者がヨガを通じて楽しみながら運動する習慣を身につけることで、健康に
対する意識の向上を図ります。また、歯周病検診は、歯の喪失予防を目的としており、高齢期におけ
る健康の維持を図ります。

人件費（管理栄養士） 353

消耗品費 5

若い世代からの健康づくり推進事業 事業費 358

財　源

町負担額

一括交付金 286

ヨガ教室等 45
5

66
17

財　源
45
88

事業費 133

　予防接種は感染症から身を守り、まん延を防ぐことを目的としています。感染すると様々な症状を
起こし、重症化することもあります。個別接種方式で以下の予防接種を実施します。
・ＢＣＧ　・ポリオ　・ＤＰＴ　・四種混合　・ＭＲ　・ＤＴ　・日本脳炎　・子宮頸がん　・ヒブ
ワクチン　・小児用肺炎球菌　・水痘　・Ｂ型肝炎　・ロタ　・高齢者インフルエンザ　・高齢者肺
炎球菌　・成人風しん抗体検査及び第５期予防接種(令和元年度から令和３年度まで実施)

予防接種事業(小児・高齢者) 1億4,549

風しん抗体検査・予防接種事業 857

健康増進事業

基本方針：誰もが健やかに暮らすまち

基本方針：誰もが健やかに暮らすまち
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国支出金 万円

万円
万円

万円

国民健康保険税 万円

国・県負担金  万円

町からの繰入金 万円

その他 万円

万円

保険給付費 万円

国保事業費納付金 万円

保健事業費 万円

その他 万円

万円

保険料 万円

手数料 7 万円

県・町負担金 万円

繰越金・広域連合還付 万円

万円

万円

万円

万円

万円

　７５歳以上（一定の障がいのある人は６５歳以上）は、それまで加入していた保険を脱退し、後期
高齢者医療保険に加入します。
　この事業では、町が各種申請の手続きや保険料の徴収を行うほか、制度の運営主体の沖縄県後期高
齢者医療広域連合へ負担金を支払います。

保険料

保険基盤安定負担金

保険料還付

その他 10

3,705

　国民健康保険（国保）は、病気やケガに備えて加入者のみなさんがお金を出しあい、お医者さんに
かかるときの医療費の補助などにあてる助けあいの制度です。平成30年度からは広域化になり、県と
町が共同でその運営をしています。

財　源

20

後期高齢者医療（特別会計） 事業費 2億4,021

1億6,555

7,439

総務費 9,134

26億1,307

9億7,348

4,535

事務費 375

1億6,555

7,061

20

6,035
接種対策事業 9,810

　新型コロナウイルス感染症拡大防止及び重症化予防を図るため、新型コロナウイルスワクチンの接
種のために必要な体制を確保し、16歳以上の者に対して予防接種を２回実施します。

国民健康保険事業（特別会計） 事業費 37億6,029

財　源

5億3,405

27億8,655

4億1,191

2,778

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種体制確保事業
及び接種対策事業

事業費 1億5,845 万円

財　源 1億5,845

接種体制確保事業

基本方針：誰もが健やかに暮らすまち
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万円

一括交付金 万円

町負担額 万円

補助金 万円

万円

国負担額 万円

補助金 万円

万円

県負担額 万円

補助金 万円

　認定新規就農者に対して就農定着を目的に経営安定に必要な農業機械・施設等の初期導入費用に対
する一部助成を行っています。今年度は2名を予定しています。

新規就農一貫支援事業補助金 事業費 1,600

財　源 1,600

1,600

　新規就農される方に就農直後の経営確立を支援する資金を交付します。※独立・自営就農時の年齢
が50歳未満の認定新規就農者で「実質化された人・農地プラン」に今後の地域の中心経営体として位
置づけられ、その他の要件を全て満たす方が交付対象となります。

　八重瀬町の魅力ある農作物や加工品等の展示販売や黒糖作り体験、舞台イベントをとおして住民の
理解および関心を高め、地産地消の促進を図ります。「地産地消」とは地元で生産されたものを地元
で消費することをいいます。

農業次世代人材投資事業 事業費 2,090

財　源 2,090

2,090

八重瀬町地産地消まつり 事業費 230

財　源

184

46

230

農林水産課（のうりんすいさんか） ℡998-4624

基本方針：営みを支えるまち
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万円

一括交付金 万円

町負担額 万円

補助金 万円

万円

一括交付金 万円

町負担額 万円

委託料 万円

万円

万円

800

　表層型浮魚礁は、マグロなどが漂流物に集まる習性を利用し、効率よく漁を行うために港川近海に
設置されていますが、その浮漁礁のことを、パヤオと呼んでいます。パヤオは天候などの影響を受
け、流失することが多く、流失した場合大幅な漁獲量の低下を招くため、パヤオの再設置を行い漁獲
量の安定化を図ります。（補助率50％以内）

　酪農家に対して優良乳用牛を導入することにより、経産母牛の更新を推進し生産性の向上を図りま
す。今年度は１頭４０万円（５０％補助）を上限に24頭の優良乳用牛を導入し、４年間貸し付けて、
畜産業の振興につなげます。

八重瀬町種苗センター指定管理委託料 事業費 300

　八重瀬町種苗センターは、農業の担い手の育成、種苗の供給、町内緑化の推進を目的に設置されて
います。種苗センターでは、農業の担い手を育成するため、農業に関する講座や農業機械の操作、作
物の植え付けから収穫まで一連の作業を通し農業を学んでもらいます。また、受講者はセンター内の
研修農場を利用して、講座内容の復習及び実地演習を行うことができます。

水産奨励補助金（パヤオ設置補助金） 事業費 150

768

192財　源

　県内外のセリ市場から優良繁殖雌牛を導入することにより、ブランド牛（子牛）の生産体制の強化
を図ります。今年度は１頭４０万円（5０％補助）を上限に20頭の優良繁殖雌牛を導入し、６年間貸
し付けて、畜産業の振興につなげます。

乳用牛改良支援事業 事業費 960

和牛改良支援事業 事業費 800

財　源

640

160

960

基本方針：営みを支えるまち
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万円

農地の 公社委託費 万円

　貸借は、 町負担額 万円

「中間管理機構」

におまかせ

　ください！ 事務費 万円

万円

県支出金 万円

委託料 万円

万円

町負担額 万円

報酬 ・農業委員 万円
・農地利用最適化推進委員

さとうきび優良種苗安定確保事業 事業費 392

財　源 392

392

財　源 891

　さとうきび生産の安定と品質の向上及び新品種の普及促進を図り、苗用の畑を設置（委託）し、新
規さとうきび農家を優先に種苗の配布を行っています。
　種苗配布開始の時期としては、夏植が8月～9月頃、春植が翌年１月～２月頃としています。

農地中間管理事業 事業費 269

財　源

268

1

269

　農業者の高齢化や後継者不足が課題となり、各都道府県に「農地中間管理機構」が設置され、貸し
手農家と借り手農家（担い手）の間に農地中間管理機構が入り、農地の貸し借りを行なう事業ができ
ました。
　本事業は、担い手への農地の集積を図るため、沖縄県農業振興公社（農地中間管理機構）から八重
瀬町が事務の委託を受け実施しております。
※農地中間管理事業での貸借手続きを代行するため、借受農家にとって負担が少なく、貸付農家に
とっても、賃料の徴収や支払等を公社で対応するため安心して貸借が可能です。

　農地法第３条の許可申請を農業委員が、総会で審議し許可の可否を申請者に通知します。
農地法第４条・第５条の許可申請を農業委員が現地を調査し総会で審議し意見を決定して県知事に進
達します。

農業委員会費 事業費 891

891

農業委員会（のうぎょういいんかい） ℡998-9840

基本方針：営みを支えるまち

基本方針：営みを支えるまち
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万円

県交付金 万円

補助金 万円

万円

県交付金 万円

補助金 万円

万円

町負担額 万円

一括交付金 万円

万円

需用費 万円

委託料 万円

使用料及び賃借料 万円

事業費 110

　１．担い手への農地集積・集約化の推進活動　２．遊休農地の発生防止・解消活動　３．農地中間
管理機構との連携活動　４．新規参入の促進活動を実施します。

162

110

農地利用最適化交付金事業 事業費 162

財　源 162

財　源 110

機構集積支援事業

　農地中間管理機構関連で、担い手への農地の集積・集約化を支援し、農地流動化を図るため、農地
利用状況調査・意向調査行い、農地台帳の整備をおこないます。

八重瀬町サッカーキャンプ事業 事業費 395

財　源

79

316

　本町でキャンプを実施するプロサッカーチームと事前調整を行い、キャンプ受入時に必要なものを
揃えるなど、受け入れ態勢を強化・充実させることにより、キャンプの誘致を行います。また、チー
ムの集客力を活かした誘客と来場者が町内周遊できる仕組みづくりを実施します。

旅費 28

30

305

32

基本方針：営みを支えるまち

観光商工課（かんこうしょうこうか） ℡998-2101

基本方針：営みを支えるまち
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万円

町負担額 万円

一括交付金 万円

万円

プロモーション費 万円

万円

町負担額 万円

一括交付金 万円

YAESE結フェスタ実行委員会 万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

　八重瀬町の観光振興を推進するために、専門職員（観光プロモーション支援員）を2名配置し、本
町の観光プロモーション及び観光イベント等の企画立案・運営管理等を行い、観光誘客を図ります。

八重瀬町観光プロモーション事業 事業費 628

財　源

133

495

プロモーション支援員 580

48

YAESE結フェスタ事業 事業費 1,500

財　源

300

1,200

町観光拠点施設指定管理委託料 事業費 1,200

補助金

1,500

　町内の観光資源を活用した、観光認知度向上・町内への誘客を図るイベントの開催を支援すること
により、町内における需要の想起、交流人口の拡大、地域活性化を目指します。

地方創生臨時交付金

プレミアム付商品券発行事業（地方創生臨時交付金） 事業費 8,283

財　源

8,283

　新型コロナウイルス感染症の影響により売上減少が続く町内事業所及び収入減少等により生活に支
障を来している町民それぞれの支援を目的としてプレミアム付商品券を販売及び給付し、消費喚起・
生活の下支えを図ります。

補助金 7,200

委託料 990

需用費 93

町民泊受入補助金 事業費 12

　八重瀬町の民泊事業推進の一環として、民泊受入家庭が民泊のために取得する簡易宿泊営業の許可
取得について、かかる費用の一部を補助します。

　八重瀬町観光拠点施設『南の駅やえせ』は、八重瀬町の観光振興を担う施設で、観光スポット、産
業・歴史・文化・自然等の情報提供、地域の特産物・農産物の販売、地域住民の生活環境の向上を目
的とした施設です。施設の指定管理者への管理委託料。

基本方針：営みを支えるまち
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万円

町負担額 万円

万円

万円

万円

万円

町負担額 万円

万円

万円

万円

万円

町負担額 万円

万円

万円

万円1,800

【くばが橋・玻名城地区4号線・古島線・安里大頓線】
　町内には81橋の橋があり、平成29年度に実施した橋梁長寿命化点検調査の結果に基づき、補修が
必要な橋を順次、設計し修繕を行い危険個所の解消を図ります。通行車両や歩行者の安全・安心を確
保していきます。

【伊保田線】
　道路の調査・新設・改築を行い、公共交通利用環境の構築を図ります。

道路メンテナンス事業（橋梁） 事業費 4,800

3,000

3,840財　源 社会資本整備総合交付金

工事費

委託費

960

40,000

財　源 社会資本整備総合交付金

委託費 8,000

工事費

公有財産購入費 2,500

500

2,000

沖縄振興公共投資交付金事業 事業費 2,500

【町道学校線】
　通学路の歩道を整備することにより、児童生徒や歩行者の安全を確保をし事故を未然に防ぎます。
また、道路の整備を行い危険個所の解消を図ります。
【小城上原線】
　舗装や道路付属物の危険個所について調査、対策を推進し安心できる暮らしを構築します。
【高良3号線・小城西原線】
　舗装や道路付属物の危険個所の工事を行い、安心できる暮らしを構築します。

社会資本総合整備事業（通学路整備・災害防除） 事業費 7,888

財　源

1,578
社会資本整備総合交付金 6,310

工事費 7,089

800委託費

土木建設課（どぼくけんせつか） ℡998-2623

基本方針：発展の基盤を備えたまち
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万円

町負担額 万円

万円

万円

道路修繕費 万円

道路管理報酬費 万円

万円

町負担額 万円

県負担額 万円

国負担額 万円

万円

万円

万円

町負担額 万円

県負担額 万円

国負担額 万円

万円

町道等維持管理・美化作業事業 事業費 3,102

財　源

1,328

一括交付金 1,774

　町道の草刈・清掃作業や道路排水路内の清掃を行ったり、破損している道路や排水路等の修繕、イ
ンフラ全般の維持管理を行うことで安全・安心して暮らせるよう努めます。
また、各自治会が行う町道等の草刈・清掃・排水路内清掃作業に対しては、年間３万円の助成を行い
ます。

道路清掃事業(一括交付金) 2,218

800

84

　宜次土地改良区のにある農業用水供給のかんがい施設の改修を行うための調査測量、設計を行いま
す。
　整備から３０年以上経過し老朽化している施設の改修・更新をして農業の振興を図ります。

財　源

664

600

4,800

測量・設計費 6,064

　慶座地区土地改良区内の未舗装道路のアスファルト舗装を行う事業です。
舗装することで農産物への粉じん被害や出荷時の荷傷みを防止し農業生産の向上を図ります。

農業基盤整備促進事業（宜次地区） 事業費 6,064

委託費 1,001

工事費 5,602

農地耕作条件改善事業（慶座地区） 事業費 6,603

財　源

663

660

5,280

基本方針：発展の基盤を備えたまち
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万円

町負担額 万円

国補助金 万円

県補助金 万円

補助金 万円

万円

町負担額 万円

国補助金 万円

県補助金 万円

万円

万円

・地震による既存建築物の倒壊等の被害を防ぎ、安全な建築物の整備を促進するため、民間住宅耐震
診断に要する経費の一部を補助します。
〇昭和56年5月1日以前に着工された建築物であること。
〇耐震診断資格者又は沖縄県耐震技術者による耐震診断であること。

補助金の額は、耐震診断に要する経費の2/3以内の額か、89,000円のいずれか少ない額とします。

八重瀬町耐震診断補助金 9

八重瀬町耐震診断補助事業 事業費 9

財　源

3

4

2

・八重瀬町住宅リフォーム支援事業は、町民が町内の施工業者を利用して個人住宅のリフォームを行
う場合にリフォーム費用の一部を補助します。
①バリアフリー改修工事（補助率40％、補助上限額20万円まで）
②省エネ改修工事
⓷空き家の改修工事　　　　　　　　（補助率20％、補助上限額20万円まで）
④住宅の耐久性を向上させる改修工

八重瀬町住宅リフォーム支援事業

150

集落排水事業（特別会計） 事業費 6,798

　集落排水施設は、農村・漁村地域において、河川の水質保全や生活環境の向上を図ることを目的
に、雄樋川地区（新城・後原）と港川地区（港川・長毛）の両施設が整備されました。
　供用開始から10年余りが経過したが、接続人口が半数程度と低い状態にある為、更なる接続率の向
上を図り下水道使用料金による増収や、維持管理費の抑制に努め、経営の安定化、また、河川の水質
保全に取組んでまいります。

八重瀬町住宅リフォーム支援事業 事業費 150

財　源

42

67

41

基本方針：発展の基盤を備えたまち
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万円

町負担額 万円

基金繰入金 万円

万円

委託費 万円

事務経費等 万円

公債費 万円

万円

町負担額 万円

国補助金 万円

万円

西部プラザ公園整備事業 万円

万円

町負担額 万円

一括交付金 万円

万円

その他公園維持管理費 万円

　八重瀬公園や西部プラザ公園などの都市公園を、安全・安心の観点から年間を通して美化清掃を行
い、快適な利用が出来るよう努めるとともに、桜まつりの主役である桜の健全な育成保全のための施
肥、剪定等の育成管理を行います。

公園美化清掃業務（一括交付金） 739

571

公園美化清掃事業等 事業費 1,310

財　源

719

591

2,500

東風平運動公園

【東風平運動公園】
　体力向上と健康増進を図る総合的なスポーツ施設として整備をします。また老朽化した施設の改築
を行い、安全安心な利用が出来るよう整備を進めます。
【西部プラザ】
　豊かな緑地環境及び自然景観に優れ、歴史的遺産も点在する地域であり、住民が自然と触れ合える
憩いの場として整備を進めていきます。

財　源

3,963

3,963

東風平運動公園整備事業 5,426

　土地区画整理事業は、道路、公園、排水施設などの整備改善と良好な宅地の整備を同時に行うこと
で快適な生活環境づくりを目的に進めています。
　八重瀬町の土地区画整理事業は、町施行による屋宜原土地区画整理事業、伊覇土地区画整理事業、
組合施行による富盛田園土地区画整理事業の３地区の整備を行っています。
　富盛田園土地区画整理事業については、今年度に換地処分を行い事業完了を目指します。

公園整備事業 事業費 7,926

2,813

伊覇地区土地区画整理

1億9,578

6,386

財　源

1億3,897

1億5,330

土地区画整理事業 事業費 2億9,227

工事費 450

都市整備課（としせいびか） ℡998-6989

基本方針：発展の基盤を備えたまち
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万円

町負担金 万円

万円

会議録反訳委託料 万円

会議録検索システム 万円

会議録回線使用料 万円

万円

町負担額 万円

政務活動費 万円

万円

町負担額 万円

万円

万円

　八重瀬町議会の議員に対する報酬です。「八重瀬町議会の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例」の定めに基づいて支給します。

議会議員報酬 4,370

議会議員期末手当 1,342

（※八重瀬町鉱山事業所現場視察時の様子。 ）
　議員の調査研究に資するために必要な経費の一部を「政務活動費」として月額1万円を半年度ごと
に交付します。

議会議員報酬と期末手当 事業費 5,712

財　源 5,712

　議員で構成された「議会広報常任委員会」において、議会だよりを年4回(5月、8月、11月、2月)
編集・発行し、町内全戸へ配布します。主な内容は定例会、臨時会での一般質問や審議内容について
お知らせします。また、議会ホームページ上において、定例会、臨時会の会議録を公開します。

政務活動費補助金 事業費 180

財　源 180

180

議会だより・会議録公開 事業費 369

財　源 369

議会だより印刷費 132

132

26

79

議会事務局（ぎかいじむきょく） ℡998-2201

基本方針：人がつながり活かし合うまち
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万円

町負担金 万円

一括交付金 万円

備品購入及び設置業務 万円

万円

町負担金 万円

一括交付金 万円

・小学校4名 万円

・中学校2名

万円

町負担金 万円

一括交付金 万円

・幼稚園８名 万円

・小学校６名

・中学校２名

万円

町負担金 万円

一括交付金 万円

ICT支援員委託事業費 万円

ICT支援員配置事業 事業費 1,137

財　源

228

909

　情報機器を活用した魅力ある授業づくりを支援し、教育の質の向上を図り、学力向上やより良い人
材育成を行うため支援員を配置しています。

1,137

特別支援員配置事業 事業費 3,520

財　源

745

2,775

　幼稚園・小学校・中学校において学習面や生活面での特別な教育的補助を必要とする児童生徒のサ
ポートやインクルーシブ教育に基いた平等な教育を保障し、自立を支援するため支援員を配置しま
す。

特別支援員報酬・期末手当

3,520

学力向上支援事業 事業費 1,616

財　源

345

1,271

　学力の向上に向け、授業支援を行う学習支援員（教員免許保有者）を小中学校へ配置します。

学習支援員報酬・期末手当

1,616

ICT教育強化事業 事業費 9,300

　創造性を育む教育環境整備に向けてICT機器を設置し、わかりやすい授業で児童生徒の確かな学力
及び情報処理技術を育み、主体的な学びの意欲向上を図ります。

財　源

1,860

7,440

9,300

学校教育課（がっこうきょういくか） ℡998-7571

基本方針：豊かな学びあるのまち

28



万円

町負担金 万円

一括交付金 万円

外国語指導員報酬・期末手当 万円

万円

町負担金 万円

県補助金 万円

万円

万円

町負担金 万円

コーディネーター報酬 万円

万円

町負担金 万円

コーディネーター報酬 万円

248

教育相談支援コーディネーター派遣事業 事業費 248

財　源 248

教育相談支援

　接続期の子供の発達や学びの連続性を保障し、町内の保育園・幼稚園・小学校の望ましい連携体制
を構築することを目的として、コーディネーターを配置します。

176

　親との相談等を教育相談員や幼小中及び関係機関と連携を図り、児童生徒のかかえる問題などの早
期発見・早期解決することを目的としてコーディネーターを派遣します。

保幼小連携コーディネーター事業 事業費 176

財　源 176

保幼小連携

　学習プリント等の印刷を教職員に代わって行い、教職員の負担軽減を図ることで、児童生徒への指
導や教材研究に注力できる環境を整えることを目的として小中学校へ学校補助員を配置します。

学校補助員報酬・期末手当 962

・小学校2名
・中学校1名

　幼稚園・小学校・中学校において国際化に柔軟に対応できる力を養うなうために、英語指導助手
（AET）を派遣しｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな人材の育成を行います。

学校補助員（スクールサポート）配置事業 事業費 962

財　源

145

817

2,222

・小学校3名
・中学校2名

外国語指導強化事業 事業費 2,222

財　源

470

1,752

基本方針：豊かな学びあるのまち
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万円

町負担額 万円

資料館使用料 万円

臨時職員（土日窓口業務、清掃） 万円

施設の維持管理費 万円

企画展 万円

消耗品等 万円

万円

一括交付金 万円

町負担額 万円

万円

万円

町負担額 万円

町史2　移民・出稼ぎ編　専門部会 万円

町史4　言語編　専門部会

専門委員・調査員　報償費

会計年度任用職員　給与

　八重瀬町史編集事業は、地域の古代から現在に至るまで歩んできた歴史を明らかにするとともに、
人々が営んできた民俗文化を記述し、歴史や文化を育んできた自然や地勢をも調査・研究して、本町
のさらなる発展の基本的資料を作成する大切な事業であります。現在は戦争編、移民・出稼ぎ編、言
語編の編集を行っており、調査を進めています。

八重瀬町史戦争編専門部会

　本町から出土した「港川人」含む更新世化石人骨は東アジアでも発見されていますが、保存がよく
全体の形態がわかるのは港川人だけであり、貴重な資料として位置づけられています。町では、人骨
出土地を整備し公開することで、教育や観光資源として活用を図ります。今年度も引継き港川遺跡公
園整備工事を行います。

八重瀬町史編集事業 事業費 886

財　源 886

町史1　戦争編　専門部会

886

令和２年度まで整備済み写真

港川遺跡公園整備工事 7,500

　資料館では、定期的に企画展を開催しています。特に毎年６月には、平和について考えてもらうこ
とを目的に戦争企画展を開催しています。また、常設展示には代表的な「港川人」、「謝花昇」、
「歴史・民俗」を展示しており、教育普及に役立てるように努め、「総合学習」ではワークシート等
を利用して学習のお手伝いをしています。

港川フィッシャー遺跡整備事業 事業費 7,500

財　源

6,000

1,500

131

572

22

9

「港川人」説明：県立高等学校地理歴史巡検学習

歴史民俗資料館に関すること 事業費 734

財　源

714

20

生涯学習文化課（しょうがいがくしゅうぶんかか）℡998-8383

基本方針：豊かな学びのあるまち
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万円

町負担額 万円

使用料及び賃借料 万円

備品購入費 万円

万円

国庫補助金 万円
町負担額 万円

発掘調査等支援委託 万円
重機等リース 万円
消耗品等 万円

万円

万円

町負担額 万円

万円

　地域の財産である埋蔵文化財の適切な保存や保護を円滑に行うために、建物などの開発予定地が遺
跡に該当する場所の場合、事前に遺跡の影響を確認するための調査を行います。

伝統文化映像記録保存事業 事業費 300

財　源

（一社）地域創造　補助金

映像制作委託料

　八重瀬町の各地域で大切に守られてきた民俗芸能の継承の様子や、地域の方々の思いなどを映像に
記録保存し、地域の魅力発信にも活用します。過去には、富盛、志多伯、友寄、当銘・小城が実施し
ており、令和3年度は玻名城を予定しています。

300

149
45
10

令和2年度の調査のようす

6,716

財　源
162

42

屋宜原こども学習センター図書館（仮称） 事業費 6,716

200

100

905

5,811

財　源

　「公共施設民間提案制度」を活用した複合施設の2・３階を利用し「屋宜原こども学習センター図
書館（仮称）」を計画しております。親子で気軽に集える機能や学習スペースを備えた図書館になり
ます。

埋蔵文化財調査事業 事業費 204

基本方針：豊かな学びのあるまち

31



万円

町負担額 万円

一括交付金 万円

万円

派遣費 万円

万円

万円

町負担額 万円

万円

一括交付金 万円

万円

パークゴルフ場（一括交付金） 万円

万円

万円

万円

万円

万円

具志頭多目的広場

　環境にやさしい運動公園の施設整備として、LED照明を積極的に導入することにより、二酸化炭素
排出量を抑制し、地球温暖化の防止を図ります。令和3年度は具志頭多目的広場の既存照明をLED照
明へ取替る工事を予定しております。

工事請負費 3,389

委託費 45

　サッカーを通じた地域間交流や県内外のファンとプロサッカー選手との観光交流機能とスポーツ交
流施設としてサッカーグラウンド、また町民の健康増進、生涯スポーツ人口の増加を図る為、パーク
ゴルフ場等の施設整備を行います。令和3年度は観光交流施設(建築･土木）工事と健康増進施設
（パークゴルフ場･ウォーキングコース）の工事を予定しております。

運動公園省エネ化推進事業 事業費 3,434

財　源

町負担額 687

一括交付金 2,747

具志頭運動公園

財　源

2億5856

沖縄振興特定事業 7億9096

1億3380

スポーツ観光交流施設（沖縄振興特定事業） 10億1607

1億6725

ハンドボールクリニック(令和元年度）

　トップアスリートによるスポーツクリニックは、沖縄県内ではなかなか触れ合うことのできない高
いレベルの技術に直接触れる機会の創出を図ることが出来る。今年度においてはサッカーとバレー
ボール教室を開催予定であります。また、派遣費の助成については町内児童生徒が県外大会へ参加す
るための費用を助成し、費用負担の軽減、また競技スポーツ参加への意識啓発を図り、八重瀬町出身
児童の活躍を支援します。

八重瀬町スポーツ観光交流施設整備事業 事業費 11億8332

その他 8

「夢・未来」スポーツレベルアップ事業 事業費 187

財　源

37

150

委託料 80

99

スポーツ振興課（すぽーつしんこうか） ℡998-2140

基本方針：豊かな学びのあるまち
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